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https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/cspi/
RMGT-CSPI の詳細については、こちらをご覧ください。

82ｘ166モノクロ

印刷会社のSDGs達成のためのソリューションを提案、具現化するRMGT-CSPI。
各分野の企業が連携し、お客さまに寄り添いながら課題を解決・サポートします。
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巻頭言 「AIに触れて気づいたこと」
副理事長　箕 浦  靖 夫

こともあり戸惑う瞬間もあります。しかし、一歩踏
み出して使ってみることで、新しい発見や学びが確
実に生まれています。
また、そのような環境を整えることで、AI は社
員一人ひとりにとって気軽に相談できる“相棒”に
もなり、時には問題解決の方向性を示してくれる“先
生”のような存在にもなります。ただし、AI がす
べてを解決してくれるわけではありません。どの課
題に向き合い、どのように仕事を良くしていくのか
という主体性は、あくまでも社員自身にあります。
AI はその考える過程を支え、ヒントを与えてくれ
る存在です。
AI の導入は単なる業務効率化にとどまらず、社
員の気付きや改善意識を引き出し、発想を広げる“土
台”づくりへとつながります。誰もが自由に試し、
学び、工夫できる環境を整えることこそが、これか
らの企業成長の大きな鍵になると感じています。
そこで、労務・新人教育委員会では今年、新入社
員研修会において初めてAIに関する講座を開設い
たします。まずは新入社員を対象に行いますが、今
後は既存社員の皆様にも安心して一歩を踏み出して
いただける機会を設けていきたいと考えております。
今年は、皆様がAI に触れ、その可能性をより身
近に感じていただける一年にしたいと考えておりま
す。

労務・新人教育委員会の担当副理事長を仰せつか
っております箕浦靖夫です。　
新しい年を迎え、社会全体が大きな転換期に差し
掛かっていることを日々実感しております。
昨年来、生成AI をはじめとするデジタル技術の
進化は、国内外でますます加速しています。特に昨
年に発表されましたAI の利活用をめぐって政府が
中小企業向け支援策を強化する方針を示したこと
は、多くの業界にとって重要なニュースとなりまし
た。変化のスピードが速い時代だからこそ、私たち
中小企業は「自社にどのように活かせるか」を前向
きに考える柔軟さが求められているのだと感じてい
ます。
印刷業界においても、AI はすでにさまざまな形
で活用の幅を広げています。提案・デザイン・アプ
リ作成支援やテキスト生成、業務効率の改善、在庫・
生産管理の最適化など、従来は時間と労力を必要と
していた作業が、技術によって大きく変わろうとし
ています。AI はあくまで“道具”であり、人の知
恵や経験を代替するものではありません。うまく取
り入れれば、中小企業にこそ大きな効果をもたらす
可能性を秘めています。
私自身、業務の中でAIを活用する機会が増え、「も
っと早く効率化できる部分があったのだ」と気付か
される場面が多くなりました。もちろん、不慣れな
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記念祝賀会のもよう

愛知県印刷工業組合創立 70 周年記念

Resilience Award（レジリエンス・アワード）

受賞企業〈11社〉紹介
グランプリに木野瀬印刷㈱

ン座談会「あーだこーだの会」を核に、｢お困りごと｣を「お役
立ち商品」へと形にしている。多胎妊婦の声から生まれた車
用ステッカー｢変身マグネットめくーる｣は、子育て世帯まで
広く支持を獲得。さらに模倣品対策として商標登録を行うな
ど、信頼性の高い販売体制を確立した。卓越したスクリーン
印刷技術も評価され、ASGA国際印刷作品コンクールで金賞
を受賞。加えて、大学をはじめ教育機関との連携を通じて若
者の育成にも力を注いでいる。

　●菱源㈱(中村支部)
　菱源㈱は、｢印刷×障がい者福祉｣を掲げ、印刷業の新たな
価値創出に挑戦している。5年前に就労継続支援B型事業所 ｢
やまもも園｣を本社敷地内に開設し、印刷関連作業を通じて
障がい者の就労機会を提供。さらに、障がい者雇用を支援す
る事業『Space(エスペース)』を開設し、企業が安心して障が
い者を雇用できる仕組みを整えた。企業の印刷業務内製化な
どの実務を通じて、採用から定着、技術向上、福祉まで包括的
に支援している。これらの取り組みにより、企業･障がい者・
地域のすべてが恩恵を受ける「四方良し｣を実現。社員の意識
改革や品質向上にも努め、社会的使命と経営を両立する印刷
業の新たなモデルとなるべく挑戦を続けている。

　●㈱弘文（名南支部）
　㈱弘文は、印刷関連100％から､ 6年でDX業務75％、印刷
業務25％という大きな転換を成し遂げた。中心的な担い手
はテジタルメディア部とBPOサポート部｡ テジタルメディ
ア部では、アプリ開発や業務システム構築を通じて、従来の
紙中心の業務を、デジタル端末を利用した業務プロセスヘ
変革を支援。BPOサポート部では、コールセンターやAIチヤ
ツトボツトを活用し、問題解決の窓口自動化を支援。「お客
様の第2の情報システム部」として信頼を確立した。現在は
iPhone､ iPadなど約2400台の端末管理や300冊を超えるテ

　●伊藤手帳㈱(東北支部)
　伊藤手帳㈱は、｢ユーザーの生活に寄り添ったものづくり｣
や ｢ユーザーとの関係を深める姿勢｣で、業界の枠を超えた価
値創造に挑戦している。大学との産学協同プロジェクト ｢S
カレ｣を通じて若者の発想を商品化。中でも名古屋の大学生
チームと開発した｢パッチワーク日記]では新しい生活視点を
提示している。自社ブランド ｢ユメキロック｣では、健康記録
手帳など利用者の暮らしに寄り添う商品企画を展開。また、
｢セパレートダイアリー｣｢TETEFU｣など独創的な商品群が
ファンから根強い支持を得ている。SNSを活用した情報発信
ではユーザーとの共感的コミュニティを形成し、｢手帳を使う
体験｣を伝える姿勢で多くのフォロワーを集めている。

　●太美工芸㈱(西支部)
　太美工芸㈱は、コロナ禍を機に従来のBtoB受注型から脱
却し、｢人を助ける印刷屋さん｣を掲げてDtoC(Direct to 
Consumer)事業へ本格参入。顧客の声を直接聞くオンライ

　愛知県印刷工業組合は創立70周年を迎えたのを記念し
「Resilience Award」を創設。先に開催した「創立70周年記
念」事業の祝賀会で受賞企業11社を表彰した（祝賀会での内
容は本誌2月号に詳報）。受賞企業11社の取り組み姿勢を紹
介する。なお、グランプリは木野瀬印刷㈱が受賞した。

　■Resilience Award：趣旨
　これまで印刷業界は、地域社会や地域経済に寄り
添いながら、人と人を繋ぐ大切な役割を果たしてき
た。しかし、デジタル化や社会の変化が加速する今、
私たちの事業も常に挑戦が求められている。そうし
た中で、自らの強みを活かしながら新しい価値を生み
出し、果敢に挑戦を続ける企業の姿は、多くの仲間に
とって大きな刺激となる。そこで、創立70周年を機
に、未来を切り開く取り組みをたたえ合う場として

「Resilience Award」を設けた。受賞企業の歩みが、
他の組合員の皆さんにとっても勇気となり、これから
の印刷業界を共に気づく力になることを願っている。



− 5 − 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

ジタルカタログ運用を担っている。新規分野への果敢な挑戦
によって印刷依存から脱却した。

　●大信印刷㈱(東南支部)
　大信印刷㈱は、創立75周年の節目に｢変革の時代に挑戦！」
を掲げ、印刷紙器メーカーの枠を超えたSP事業部を新設し
た。店頭装飾やディスプレイ､ イベントプロモーションなど、
お客様の業績ならびに売上アップに貢献できる提案を企画・
設計・製造管理まで一貫して行う体制を整備。この時代にあ
えて事業領域を ｢印刷｣にこだわったのは、印刷を起点に店頭
での体験価値づくりこそが成果を生むという信念によるもの
である。専用サンプルカッターによる試作提案で顧客満足と
成果を両立し、紙・樹脂・金属など多様な素材を駆使して予算
に応じた最適提案を実現。印刷紙器メーカーとしての強みを
活かしつつ、SP領域を再定義する挑戦を続けている。

　●㈲一粒社(知多支部)
　㈲一粒社は、1948年にガリ版印刷での創業以来、軽オフ
セット印刷を経てオンテマンド印刷へと進化を続けてきた。
文字組版や編集分野に強みを持ち、現在は制作から印刷・製
本まで一貫して手がける｢文字に強い印刷会社｣として独自の
地位を築いている｡ 特に自費出版事業では、｢あなたの生きた
証、本にします｣を掲げ、NPO法人日本自費出版ネットワー
ク公認アドバイザー 4名を擁し、年間120タイトルを超える
作品の出版を支援。｢page1｣ギヤラリーの運営や、特許申請
製品 ｢私の自分史年表一記憶から記録ヘ一｣など、新たな価値
を生む挑戦を続けている。伝統と革新を融合し、地域と人の
想いを末末へつなぐ印刷会社である。

　●木野瀬印刷㈱(尾張支部)
　木野瀬印刷㈱は、印刷の枠を超えた新事業で業態変革を推
進している。地元在住の世界的デザイナー Shinzi Katoh氏
とライセンス契約を結び、600点以上の低額文具を製造・販
売。文具女子博など全国各地のイベントヘ年間100日以上出
展し、国内外で販路を拡大している。特に宮沢賢治シリーズ
は人気が高く、テレビドラマでも主人公の愛用品として使用
された。また、地域電子通貨 ｢かすがいPay｣を富士通と共同
開発。2023年に東海財務局から認可を受けて運用を開始し、
2025年には春日井市発行のプレミアム商品券( ６億円分)と
して流通。登録店は400店舗を超え、地域DXの推進に大きく
貢献している。

　●川口合成㈱(尾張支部)
　川口合成㈱は、｢静電植毛｣と ｢真空成形｣という二つの専門
領域を併せ持つ、全国でも稀有な存在である。静電植毛の分
野では､ 植毛紙 ｢ウーペ｣の共同開発や卒業証書ホルダーなど
多様な用途を生み出し、近年はその強みを応用した ｢植毛印
刷(フロッキー印刷)｣にも挑戦している。一方、真空成形トレ
イ製造はもう一つの柱であり、削れによる交換頻度を抑える
搬送用トレイなど独自技術を磨き上げ、2019年には特許を
取得。コロナ禍で売上減に直面しながらも、2023年に新たな
真空成形ラインを導入し、事業構造の再構築を実現した。結
果として、不安定だった受注体質から脱却し、安定した売上
基盤を確立する企業へと大きく変革を遂げている。

　●大同至高㈱（尾張支部）
　大同至高㈱は、社会や業界の変化を先読みし、社員と顧客
の声を原動力に新事業を次々と展開してきた。早期からUV

設立70周年記念｢Resilience Award｣受賞企業11社。
（写真右より）伊藤亮仁（伊藤手帳㈱）、野田哲也（太美工芸㈱）、渡辺明秀（菱源㈱）、堀裕史（㈱弘文）、松田忠貴（大信印刷
㈱）、全印工連瀬田会長、木野瀬将大（木野瀬印刷㈱）、酒井理事長、宮原健太郎（㈲一粒社）、難波修平（川口合成㈱）、川
瀬康輝（大同至高㈱）、山本芳弘（昭和印刷㈱）、水野順也（㈱ミデコクリエイション）の皆さん
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シルク印刷からUVオフセット印刷に移行。技術を活かし、コ
カ・コーラ社の自販機ダミーやクリアファイルなどを手がけ、
展示会出展を通じてオリジナル商品の提案販売にも注力。抗
菌マスクケースのヒットや真空成型サンプルの開発、商品企
画部の設立など成果も多く、女性社員が営業・開発を牽引す
る体制も印象的である。社員食堂を自社運営し、健康的な食
事を提供するなど、働きやすい環境づくりにも力を注いでい
る。美意識あるものづくりと提案力で顧客の期待を超え、変
化の激しい印刷業界にあっても成長を続ける企業である。

　●昭和印刷㈱(西三河支部)
　昭和印刷㈱は、2015年に西三河支部の勉強会で｢現代の活
版印刷｣と出会い、紙に刻まれる凹凸の陰影と質感に魅了さ
れた。試行錯誤を重ねて、独自の技術とオペレーションを確
立。伝統技術とデジタル製版を融合させ、真鍮凸版による高
品質な名刺や招待状など、“その人らしさ”を形にし、記憶に
残る印刷物を提供している。繊細な技術と職人の感覚を活か
し、印刷物の価値を再認識させる新たなコミュニケーション
ツールとして活版印刷を展開。手にした瞬間の驚きや感動が
新たな顧客創造につながっている。紙の魅力を次世代へつな
ぎ、印刷の価値を再び文化として輝かせることを使命とし、
印刷業界の未来に寄与する企業である。

　●㈱ミデコクリエイションズ(束三河支部)
　㈱ミデコクリエイションズ(旧㈲水野印刷工芸)は、印刷業
の構造変化が加速する中、2017年に全印刷機を廃止、装置
産業としての限界に真正面から向き合った企業である。印刷
を ｢情報を伝える手段の一つ｣と再定義し、顧客や地域の課題
に寄り添う ｢企画推進型企業｣へと大きく変革。課題ヒアリン
グから企画立案、プロポーザル、調査・報告書作成、プロモー
ションまで一貫した支援体制を構築した。コロナ禍では補助
金活用と社員の奮闘により窮地を脱し、経営体質は大きく改
善。2023年には ｢入り口が印刷ではない受注比率7割｣を達
成し、社名をMIDECOへ改めた。印刷機全廃という決断を成
長へつなげ、「課題解決企業｣へと進化した。

　中小企業・小規模事業者への対策として、生産性向
上を徹底的に目指す、よろず支援拠点「生産性向上支
援センター」が2026年4月に開設される。支援セン
ターでは、「残業が減らず、人が定着しない」、「本当は
見直したいが、手作業が当たり前になっている」、「忙
しさに追われ、改善に手を付けられない」などの悩み
を持つ中小企業・小規模事業者に寄り添い、「今の現場
にあった」次の一歩を一緒に考えアドバイスしてくれ
る。国がよろず支援拠点内で実施する無料の支援にな
る。
　【支援対策】
　●生産性向上のプロが支援
　生産性向上に関する知識・経験豊富なプロが「今の現
場に合った」次の一歩を一緒に考える。
　●無料・複数回の現場訪問
　「相談に行く時間がない」そんな場合でも、サポー
ターが無料で現場に出向く。
　●補助金活用にもメリット
　生産性向上支援センターの支援を受けることで、省
力化投資補助金（一般型）の採択審査において加点が受
けられる（予定）。
　※複数回の支援は、合計10回程度を想定。
　※省力化投資補助金（一般型）の採択審査における加
点措置は2026年夏以降の公募回から実施予定。
　※質問・相談・予約は近くのよろず支援拠点まで。
よ ろ ず 支 援 セ ン タ ー 一 覧　https://yorozu.smrj.
go.jp/base/

人手不足の中小企業・小規模事業者の悩み解消

「生産性向上支援センター」
2026年4月開設予定
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　冒頭、挨拶に立った酒井理事長は、次のように述べた。
　「1月は行事が目白押しであった。中でも、光文堂の新春機
材展は例年に増して多くの来場者があったと聞いている。こ
うした賑わいも、我々が直面している課題に対する具体的な
解決策を求めてのことだと思う。印刷業界を取り巻く環境
は、従来型の紙への印刷物が減少しており、新たな取り組み
が必要となっている。先に行なわれた衆議院議員選挙は自民
党が大勝した。我々が支援をしている全国の印刷議連（自由
民主党中小印刷産業振興議員連盟）の先生方も前の衆議院議
員選で約28名が落選したが、今回20名が当選し97名という
所帯に戻った。やはり今回は高市総裁の演説に日本国民は動
かされたのではないかと思う。
　2月20日には中部地区印刷協議会下期会議がある。この下
期会議は愛知が担当している。昨年、上期・下期を区別せず5
県での輪番制という案を出したが、皆さん、愛知の方が集ま
りやすいということで、今後も下期会議は愛知で開催する事
になった。
　理事会は、酒井理事長を議長に進められ、最初に河原善高
専務理事から、㈱スイッチ、㈱サンコーの脱退が報告された。
その後、令和7年度決算見込みの概要が説明され、続いて、各
委員会事業の実施状況、計画の報告が行なわれた。
　【三役直轄事業（ゴルフコンペ）】箕浦靖夫副理事長
　第10回愛知県印刷工業組合親睦ゴルフコンペを令和8年9
月8日、セントクリークゴルフクラブで開催。
　【組織・共済委員会】北川毅委員長
　実施報告として、昨年に引き続き共済キャンペーンの重点
工組に指定されているので、生命共済への加入促進及び「プ
リントリバースα」、「サポートワン」への加入を依頼。
　【労務・新入社員教育委員会】山本芳弘委員長
　実施報告として、断裁機械取扱者に対する特別教育「実技
講習」、「学科講習」を行なった。実施計画としては、令和8年度

「印刷会社の新入社員研修会」を4月3日からメディアージュ
愛知でスタートする。今回は、計26日155時間のカリキュラ
ムが組まれている。
　【CSR・ブランディング委員会】鈴木裕一委員長
　実施計画として、第2回ワクワクぷりんと博覧会の報告書
の作成及び組合パンフレットのリニューアルを行なっている
ことが報告された。
　【教育委員会】酒井理事長

　実施報告として、技能検定プリプレス職種DTP作業「実技
試験」及び「採点」が報告がされた。結果は3月13日に発表さ
れる。また、実施計画では「組合創立70周年記念行事」の記念
誌制作を進めている。3月末の発行予定。
　【経営革新委員会】冨田章裕委員長
　実施計画では　今年度は企業見学会に代わり第2回経営セ
ミナーを開催。日時は3月24日、場所はウインクあいち、テー
マは「すぐに役立つ！デジタルマーケティングセミナー②」、
講師に飯田剛弘ビジネスファイターズCEOを招聘する。募
集目標は70名を予定している。
　次いで、支部活動の報告が行なわれた。（　）内は報告者。
東北支部（太田善久支部長）、西支部（渡辺達也支部長／副理
事長兼務）、中村支部（清水幹友支部長）、名南支部（鬼頭則夫
代理）、東南支部（江端茂義支部長）、知多支部（久野彰彦支部
長）、尾張支部（高橋伸幸支部長）、西三河支部（杉谷芳紀支部
長）。中支部、西尾支部は欠席。
　続いて、連絡事項及び報告事項に移り、1月14日に開催し
た「組合創立70周年記念行事」等について報告された。
　【組合創立70周年記念行事】
　●テーマ「Resilience　〜共に歩み、未来を拓く〜」、実施
年度：令和7年度（令和7年4月10日で70周年）、開催日時：令
和8年1月14日（15：30 〜 16：30記念講演／ 17：00 〜 19：
30記念祝賀会兼新年互礼会）、会場：名古屋東急ホテル、参加
人数：259名／ 165社（機関）。
　【全印工連関係】
　●「特定技能（DTP作業）についての緊急調査」及び「経営動
向実態調査」への協力●「全印工連特別ライセンスプログラム
／ Adobe CC Edition ４」の案内。（年度途中の契約も可）

　

　県外産業廃棄物搬入届け出制度の廃止
　これまで県外の事業場で発生した産業廃棄物を処分するた
めに、県内に搬入しようとする事業者（排出事業者）は、搬入
する30日前までに県外産業廃棄物搬入届出書を県に提出す
る必要があったが、今回の改正により、県外産業廃棄物の搬
入の届出制度が廃止される。
　※問い合わせ窓口
　愛知県資源循環推進課 産業廃棄物適正処理推進審査グ
ループ　TEL052-954-6235　FAX052-953-7776

　愛知県印刷工業組合（酒井良輔理事長、愛印工組）の令和7
年度2月期理事会（第5回）が2月13日午後3時30分より、メ
ディアージュ愛知3階会議室で開催された。当日は、令和7年
度決算見込み、各事業委員会活動状況報告、各支部活動状況
報告が行なわれた（出席者は17名）。

■愛印工組・2月期理事会　　　　　　　　　　 

組合創立70周年事業は
　　　　　　成功裏に終了
令和7年度決算見込みを説明

2月期理事会、挨拶する酒井理事長

廃棄物の適正な処理の促進に関する条例の一部改正
令和 8年 4月 1日施行
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□光文堂新春機材展
「Print Doors 2026」
コラボレーション展ルポ

ネットワークづくり
ビジネスチャンス拡大を支援
愛印工組の組合員ら13社が出展

　㈱光文堂が主催する新春恒例の第62回光文堂新春機材展
「Print Doors 2026」が、1月28・29の両日名古屋市国際展
示場ポートメッセなごや3号館において開催された。機材展
は、最新鋭機資材を披露する機材展と共に、コラボレーショ
ン展も併催され、ネットワークづくりやビジネスチャンス拡

大に重要な役割を果たした。今回のコラボ展には全国から
58社が出展、その中で、愛印工組の組合員及び賛助会員ら13
社が自慢の製品をアピールした。今回は、｢現在・過去・未来　
〜その先へ〜｣をテーマに、154社392小間の規模で開催さ
れた。会期中9,678名が来場した。

　■㈱アクアス①
　印刷用紙・板紙事業、パッケージ事業、環境改善事業の3本
柱を展開し、多様化する顧客ニーズに対応している。中でも、
職場などにおける環境改善に力を入れており、暑さ対策や節
電効果が期待できる遮熱シート「サーモバリア」、窓ガラスの
遮熱コーティング ｢ガラスCoolコート｣、さらには、2027年
に製造が中止される蛍光灯に変わるLED照明をアピール。こ
のLED照明では、特に、印刷・製版・DTP業界、デザイン業界、
アパレル業界などに最適なLED照明「高演色直管型LED照明」
を薦めていた。また、ブースでは最新の補助金に関する最新
情報の提供と相談に応じていた。
　■伊藤手帳㈱②
　手帳を作り続けて80余年。経験と実積による対応力と企
画力が、一味違った新しい発想による数々のアイデア手帳
を生み出している。例えば、環境に配慮した用紙やカバーを
使用した環境対応手帳、学生と共同開発した産学連携手帳を
始め、目的に併せて完全オリジナルのフルオーダーメイド手
帳、コストを抑え手軽に制作ができるセミオーダーメイド
手帳など、ユーザーの要望に合わせた手帳が紹介された。ま
た、手帳カバーからスタートしたPVC製品は、現在では、ペン
ケースなどの文具アイテム・手帳・ノート・免許証ケース・生徒
手帳へと広がりを見せ、多彩な商品展開を行なっており、用
途や予算に併せた最適製品づくりを提案した。
　□鬼頭印刷㈱③
　特殊印刷加工による〝記憶に残る印刷物の提案〟を掲げ、
コールドフォイル印刷、スポットホログラム印刷、疑似エン

ボス印刷、さらに、厚盛UVニスコーターを使ったデジタル厚
盛ニス・厚盛箔など、印刷物に付加価値を付ける特殊印刷を
得意とする技術がアピールされた。ブースでは、箔とホログ
ラムを活用することで、新たなデザインの提案や差別化をす
るに最適な武器としての利用方法やさらには今まで制作して
きた豊富なサンプル用意し、特殊印刷についての説明と相談
に応じていた。
　■木野瀬印刷㈱④
　印刷会社の業態見える化、・DXのお手伝いを謳い文句に、
印刷業向け経営情報・工程管理クラウドサービス「MIクラウ
ド」とMIクラウド連携型グループウェア「MIツナガル」が提
案された。印刷業が抱えている問題を簡単なシステムで見え
る化するMIクラウドは、初期投資を抑えながら業務改善や業
務の見える化など、印刷会社の経営管理を全てサポートして
くれる。〝印刷会社が作った分かりやすいシステム〟として、
ブースでは体験を薦めていた。
　■㈱サンアート印刷⑤
　環境に優しい水なし印刷×カーボン・オフセットでSDGs
対応を掲げ、水なし印刷によるVOC（揮発性有機化合物）削
減と、カーボン・オフセットによる二酸化炭素排出量の削減

（相殺）で、より高い環境的付加価値のある印刷物の普及・拡
大に取り組んでいる姿勢をアピール。特に、「水なし印刷」＋

「カーボン・オフセット｣された印刷物は、水なしで印刷され
たことを証明するバタフライマークとCO2排出量を印刷物
に表示できるので、〝SDGsに貢献でき、環境に配慮した付加
価値のある印刷物の提供〟を案内していた。また、「平日夜間
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2023年に135周年を迎えました。

おかげさまで135周年

１35 135 135th

印刷可能×週7加工稼働による鬼納期対応」も、他社にない特
徴として訴えていた。
　■㈱鈴木紙工所⑥
　紙カットのプロフェッショナルを自負する中で、紙の魅力
と可能性を日夜追求している。展示会にも継続出展すること
で、紙加工の魅力や面白さを提案している。今回も、レーザー
加工サンプル、トムソン加工サンプルなど、紙だからこそ実
現できる表現や仕掛けが数多く披露された。特に自社ブラン
ドである「KirieFabbrica」製品を始め切絵御朱印用紙など、
繊細なペーパーアイテムへの注目と、レーザーを用いて行な
う型抜き加工での複雑で繊細な形状への対応には高い関心が
集まっていた。
　■大信印刷㈱⑦
　〝1枚の紙に生命を吹き込む〟ことに全力投球をしている紙
器・パッケージ印刷のオーソリティ。従来のやり方や技術に
とどまることなく、新しい分野、新しい技術に挑戦し、ノウハ
ウを活かしたアイデアあふれるパッケージ、UV印刷などを
始めとし、表面加工を施した製品・ディスプレイなどが披露
された。また、SDGsに対応したノベルティグッズやマーケ
ティング戦略も兼ねた企画・デザインの提案も発信していた。
　ワンタッチカン、ツイストBOX、ペーパーアートボックス
など、実用新案が登録も多い。
　■大同至高㈱⑧
　オフセット印刷にシルクスクリーン印刷の特殊加工を施す

ことで、加飾や機能性などをプラスした付加価値の高い印刷
技術を駆使し、オリジナル販促品やノベルティ・販売商品を
製造している。ワンランク上の製品づくりが紹介された。中
でも、衛生グッズなどに適した抗菌ニス印刷、紫外線で色が
変化するフォトクロミック印刷、温度で変化する示温印刷、
グッズを目立たせたい蛍光印刷、カタログやポスターに厚盛
ニス印刷、商品やパッケージの箔押し印刷、暗闇で光る蓄光
印刷、卓上シートに滑り止め印刷など、デザインから印刷・加
工・出荷まで社内一貫生産がアピールされた。
　■中央紙通商㈱⑨
　紙材事業、暮らしの創造事業、空間快適事業、ペット関連
事業などを手掛けるが、今回は、ソリューション事業部から
オフィスの情報セキュリティ対策を支援する、オフィスセ
キュリティ（顔認証、カードリーダー、暗証キーなど）、イン
ターネットセキュリティ（UTMなど）、オフィスDXが紹介さ
れた。オフィスセキュリティにおける顔人認証入退室シス
テムは、マスクを装着したままや荷物で手がふさがっていて
も楽々解錠できるシステムになる。また、オフィスセキュリ
ティは、フィッシング詐欺、不正アクセス、ランサムウエアな
どの脅威からインターネット環境を守る対策になる。
　■㈱二和印刷紙業⑩
　LED-UV印刷機3台、油性印刷機2台の体制で、多種多様な
ユーザーニーズに対応している。そのうち3台は最大24時間
稼働が可能な体制を取り生産力をアップ。また、昨年導入さ

①

④

②

⑤

③

⑥
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れた「RMGT970PF-4-PGS-D」が仲間入りしたことで、一段
と強力な対応が構築されている。特に、LED-UV印刷＋品質
検査装置は、〝あの機械があるから安心だ〟とユーザーから選
ばれ、安心・安全に加え、高品質、短納期をかなえ高い評価を
得ている。中でも、B1ポスター（最大用紙サイズ750×1050
㎜）などの大サイズ印刷にも対応ができるのは魅力でもあり、
製本・加工も自社で行なう一貫体制も売りになっている。
　■㈱メイセイプリント⑪
　圧着DMの専門会社として、多種多様なDMに対応し全国
展開を行なっており、圧着DMの印刷から圧着加工・宛名印
刷・投函までをワンストップでのサービスも好評を得ている。
DMのラインナップは多彩で、中でも、可変印刷は宛名印刷
に加え中面も含めた両面可変印刷ができる。この技術により
新たな試みとして、個別のQRコードを印刷することで、送付
後の状況を顧客と共有できる分析型DMへの注目も高い。ま
た、イベントなどで大活躍する圧着くじなどの販促ツールも
あり、圧着の新しい可能性が提案されている。ニス圧着、フチ
糊圧着、水性ニス圧着、圧着くじなどがPRされた。工場はセ
キュリティ対策も万全で、プライバシーマーク認定工場なっ
ており、安心・安全を届けている。
　■名東紙工㈱⑫
　紙加工業として培ってきた技術を活かし、新しいモノづく
りの可能性を提案している。同社が立ち上げたブランド「お
りがみデザイン」は、使っている紙、厚み、手触り、発色まで、
職人のこだわりが活きている製品になる。また、ブースで人
気を得ていたレーザーカット加工＋蛇腹製本で制作する推し
活グッズは、色やデザインが選べる紙製「推in帳チェキ」、同

じく「L判」、同じく「推乃神社」の種類がある。さらに、キャン
ディの形をした｢ころころキャンディメモ｣メモ帳、、7㎝角の
折り紙や動物を形どった天糊メモ帳「ブロックメモ」、SDGs
対応の折り紙による食卓セット（フォーク・ナイフ・スプーン）

「紙製カトラリ」などがある。
　■モリカワペーパー㈱⑬
　1922年（大正11年）創業の紙加工のパイオニア。合紙加
工・打ち抜き加工・ロールエンボス加工などでの職人の確か
な技術とノウハウが紹介された。合紙加工製品では、製品見
本帳、紙製パネル、ボードゲームなどを作る。自社オリジナル
紙製品「ボードゲーム」は、印刷した紙にグレーボードなどの
厚紙を貼って厚くし油圧プレス機でカタチに抜いて製品にな
る。紙製ブローチもこの技法で作られる。打ち抜き加工では、
コースター、ゲームカード、紙製コイン。エンボス加工では、
パッケージ、包装紙などが作られている。紙と紙加工を活か
す新たな製品開発にも積極的な提案が行なわれた。
　　　　　※　　　　　※　　　　　※
　今回も愛知県製本工業組合（愛知製本工組）、日本グラ
フィックサービス工業会愛知県支部青年部（Jagra：愛青会）
が出展し活動報告などを紹介していた。
　愛知製本工組では、本づくりのプロ集団を掲げ、製本技術
を職人の〝技〟を通じて貢献している。紙の本の良さ、特殊な
製本、和綴じ本、豆本、ミニノート、組合員作成の本、組合員
が手づくりした御朱印帳などが披露された。一方、愛知県支
部青年部は、印刷関連業界の若手で組織している会になる。
志を同じくする若手経営者の会員募集と共に、年間を通じ、
セミナーや勉強会、見学会や懇親会などを開催しており、そ
の活動状況などが紹介された。

⑦

⑩

⑬

⑧

⑪

⑨

⑫
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〒530-0038　大阪市北区紅梅町2-8　　  ☎（06）6358-9131㈹
〒104-0032　東京都中央区八丁堀4-5-5　☎（03）3523-8711㈹

　中小企業の人手不足対策や生産性向上を後押しする「中小
企業省力化投資補助事業（カタログ注文型）」における交付決
定概要が中小企業基盤整備機構から公表された。それによる
と、2025年12月末時点における累計採択数は2,294件とな
り、制度活用が徐々に高まりを見せている。
　業種別では、建設業の38・0％に続き、製造業（印刷・同関連
業、食品製造業など、パルプ・紙・紙加工業製造業）が24.1％、
学術研究、専門・技術サービス業10.5％、飲食サービス業
10.2％、小売業7.2％などが多い。
　製品カテゴリ別の採択件数をみると、全59製品の中で採択
数が最も多かったのが測量機の952件（全体に占める採択割
合41.5％）、次いで、スチームコンベクションオーブンの225
件（同9.8％）、券売機150件（同6.5％）となった。
　印刷関連製品では、採択件数が最も多かったのは、産業用
枚葉デジタル印刷機の85件（同3.7％）、全体の順位では6位
になっている。次いで、印刷物インサーター 45件（同2.0％）、
自動断裁機35件（同1.5％）、自動調色システム29件（同
1.3％）となっている。以下、採択件数の多い順に製品を見て
みると、印刷紙面検査装置26件、段ボール製箱機26件、印刷
用紙高積装置26件、産業用小ロット印刷対応デジタル印刷機

（フラットベットタイプ／ロールタイプ）20件、丁合機20件、
印刷用インキ自動計量装置10件、印刷用紙反転機9件、平面・
曲面印刷機（パット印刷機、ホットスタンプ印刷機）7件、用紙

（シート）積み下ろし装置5件、産業用デジタルラベル印刷機
4件、トムソン加工自動カストリ装置3件、自動紙折機3件と
なっている。
　全59製品にうち印刷関連製品が16製品と多く、いずれも
省力化・自動化を進めるために欠かせない製品として、幅広
く採用されている。製品カテゴリは今後も増えると思われる
ので注視していきたい。
　ちなみに、従業員別の採択件数割合を見てみると、5人以下

が最も多く18.4％、次いで6 〜 10人が14.1％、21 〜 30人
が13.3％、11人〜 15人が10.2％と続く。
　都道府県別で採択件数の最も多いのは、愛知県の153
件（同6.7％）、次いで福岡県124件（5.4％）大阪府120件

（5.2％）、東京都109件（4.8％）となった。

　中小企業省力化投資補助事業「カタログ注文型」の制度
が、2026年3月19日より変更されるので注意したい。
　●公募可能期間の延長
　これまで2026年9月末頃までとしていたのが、改定後は
｢2027年3月末頃まで｣と変更される。
　●最低賃金の見直し
　補助上限額引き上げの賃上げ特例を受ける場合、これ
まで、「45円以上増加させる」とあるのを、改定後は「3.0％

（日本銀行が定める「物価安定の目標」＋1.0％）以上増加さ
せる」に変更される。
　●省力化投資支援の拡充
　収益納付の撤廃と補助上限額（従業員20人以下の補助上
限額）が引き上げられる。これまで、5人以下200万円（300
万円）であったのが、改定後は「500万円（750万円）」に、6
人〜 20人以下500万円（750万円）であったのが、改定後
は「750万円（1,000万円）」に変更される。※（　）内は大幅
な賃上げを行なう場合。
　●累計補助上限額の引き上げ
　2回目以降の交付申請では、各申請時に定まる補助上限
額を2倍にした額を1事業者当たりの累計補助上限額とし、
前回まで累計交付額を差し引いた額を上限に申請ができ
る。これまで、補助上限額が「5人以下500万円（750万円）」
であったのが、改定後は、1事業者あたりの累計補助上限額

「1,000万円（1,500万円）」に、「6人〜 20人以下750万円
（1,000万円）」であったのが、改定後は、1,500万円（2,000
万円）」に変更される。　※（　）内は大幅な賃上げを行なう
場合。

中小企業省力化投資補助事業

カタログ注文型交付決定概要
枚葉デジタル印刷機85件（昨年12月末時点での採択件数）

中小企業省力化投資補助事業「カタログ注文型」
2026 年 3 月 19 日から制度変更



− 12 −本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

C4080広告

〒460-0008 名古屋市中区栄3-1-1広小路本町ビル７階

プロフェッショナルプリント事業部プロフェッショナルプリント事業部中日本営業部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

　一般社団法人日本出版取次協会（取協）と一般社団法人電子
出版制作・流通協議会（電流協）は、｢出版業界でのデジタル印
刷活用を推進する共同宣言｣を発表した。
　この共同宣言は、出版流通における従来型の大量生産流通
による在庫過多・返品率増加などの課題に対応する解決策の
一つとして、小ロットのデジタル印刷（デジタルショートラ
ン：DSR）をした新たな流通スキームを確立することにある。
　近年のデジタル印刷は、オフセット印刷と遜色のない品質
での印刷が可能となっており、加えて、小ロットで短納期か
つ効率的に製造できる特性を生かすと、印刷単価だけをみる
と、オフセットより若干割高になるが、返品・保管・廃棄・在庫
管理など出版物流の全体コストを削減できるとしている。
　取協と電流協は、流通構造の課題を解決し、DSR活用の好
事例を周知共有することで、業界全体でDSR活用を推し進め
ることができるとの考えのもと、今回の業界横断のプロジェ
クトチーム誕生となった。これにより、「読者のために、必要
なときに、必要な形で届ける」の実現を目指している。
　※共同宣言の具体的内容は次号において報告予定。

増。紙の出版は書籍がわずかに前年を上回り健闘。一方、雑
誌は1割減と対照的な結果となった。電子出版は引き続き伸
長したが、これまでの市場をけん引してきた電子コミックの
伸び率鈍化が鮮明になっている。
　●紙の出版市場前年比4.1％減
　2025年の紙の出版物（書籍・雑誌）の推定販売金額は前年
比4.1％減の9,647億円。1976年に1兆円を超え、ピークの
96年に2兆6000億円に達した市場も1兆円を割り込んだ。内
訳は、書籍が前年同率の5,939億円、雑誌が前年比10.0％減
の3,708億円。書籍は前年から2億円増で4年ぶりのプラス。
ベストセラーが相次いだ下半期は好調に推移し、年間の返品
率も31.9％と大きく改善した。雑誌は、月刊誌（ムック、コ
ミックス含む）が同8.6％減の3,195億円、週刊誌が同17.9％
減の513億円。月刊誌の内訳は定期誌が約5％減、ムックが約
4％減、コミックス（単行本）が約15％減。週刊誌は返品率が
初めて5割を超え、かってない落ち込みになった。コミックス
は24年に大ヒット作が相次いで完結し、それに代わる大きな
ヒットがなかったことに加え、デジタルシフトの進行により
大幅減となった。
　●電子出版市場5,815億円
　2025年の電子出版市場は同2.7％増の5,815億円。内訳
は、電子コミックが同2.9％増の5,273億円、電子書籍が同
1.5％増の459億円、電子雑誌が同3.5％減の83億円。電子コ
ミックは伸び悩み急激に鈍化。各ストアで大型のポイント還
元や割引、期限限定の全話無料施策が活発に行なわれた。電
子書籍は文字ものがやや伸び悩むも、写真集は絶好調。電子
雑誌は24年にサブスクの値上げでプラスとなったが、会員数
減少により再びマイナスに転じた。
　※｢季刊出版指標2026年冬号｣
　●判型：B5判89ページ、●発売：2026年1月26日（年4回
25日発売）●頒価：4,400円（税込、送料別）。

　出版業界の調査機関である公益社団法人全国出版協会・出
版科学研究所は、2025年（1月〜 12月期累計）の出版市場規
模を ｢季刊 出版指標｣2026年冬号で公表した。それによる推
定販売金額）は、前年比1.6％減の1兆5462億円となり、4年
連続のマイナスとなり、コロナ禍前の19年とほぼ同規模に縮
小した。内訳は、紙の出版が同4.1％減、電子出版が同2.7％

PICKUP NEWS

取協・電流協

出版流通改革へ向け共同宣言
出版業界のデジタル印刷活用に本腰

全国出版協会

2025年出版市場規模公表
紙＋電子は1.6％減の1兆5462億円



− 13 − 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

挨拶する讃岐社長とテープカットする左より、岩間、大洞、細井、讃岐
社長、酒井、山口、伊藤の各氏

細井光文堂友の会会長
光文堂ブース　機材展会場でのスナップ写真

酒井愛印工理事長

■愛印工組後援

光文堂新春機材展
「Print Doors 2026」開幕
　愛知県印刷工業組合及び各県工組が後援
し開催された、㈱光文堂主催による「第
62 回 新 春 機 材 展　Print Doors 2026」
が 1 月 28・29 の両日、名古屋市国際展
示場ポートメッセなごや 3 号館において、

「現在・過去・未来　〜その先へ〜」をテ
ーマに、出展社 154 社 392 小間の規模で
開催された。2 日間の会期中 9,678 名が
来場した。

　●情報収集に 9,678 名が来場
　初日、開会に先立ち行なわれたオープニ
ングセレモニーの席上、主催者を代表して
讃岐秀昭社長が次のように挨拶した。
　「今回、光文堂が掲げたテーマは、『現在・
過去・未来　その先へ』である。現状に満
足せず、未来へと一歩を踏み出す『その先
へ』をメインテーマとした。それに加えて、
これまで積み重ねてきた過去からの歴史を
大切に、『現在』そして『未来へ」と飛躍
していくという想いを込め『現在・過去・
未来』というキーワードを添えた。
　まだ見ぬ未来へと照準を合わせるた
め、沢山のヒントが見つかる Print Doors 
2026 は、皆さん一人ひとりがその先の明
るい未来へと確実に歩みを進められるよ
う、光文堂は価値ある提案を続けていくの
でご期待いただきたい」。
　来賓紹介の後、代表して細井俊男光文堂
友の会会長が次のように祝辞を述べた。
　「先行きに不透明感がある状況の中で、
私たち印刷業界においては、デジタル化の

加速やペーパーレス化が一層進み、これま
で以上に変化に対応する姿勢が求められて
いる。一方で、AI 技術の飛躍的な進化や
DX の本格化により、新たなビジネスチャ
ンスの機会が広がっている。今回の Print 
Doors2026 には、150 社を超える企業
が参加し、最新の印刷技術はもちろん、AI
やデジタルを活用した新しい、新たな取り
組みが多数紹介されている。是非会場を巡
り、未来の業界増を共に描く、ヒントや気
づきを持ち帰っていただきたい」。
　次いで、酒井良輔愛知県印刷工業組合理
事長が次のように述べた。
　「光文堂の創業 80 周年という記念すべ
き節目に合わせ、令和 8 年新春機材展が
盛大に開催される。創業以来、光文堂は単
なる機材販売の枠を超え、常に印刷業界の
先駆者として、走り続けてきた。特に各県
工組は長年にわたる支援、協力を受けてい

る。我々印刷会社が時代の荒波にどう生き
抜くか、光文堂は常に最新の機材や革新的
なソリューションの提案、そしてなにより
現場の生の声を大切にする姿勢を示してい
る。業界の発展のために尽くすその情熱は
正に私たちの羅針盤である。新春機材展で
は今の時代を表すキーワードが凝縮されて
いる。AI の活用、自動化による生産性の
向上、そして自動化の社会を実現するため
の環境対応、技術。ここには我々が直面し
ている課題に対する具体的な解決策が溢れ
ている。展示会を通して多くの皆様が新た
なインスピレーションを得て、自社のビジ
ネスをアップグレードする、そのヒントが
会場のいたるところにあるので発見される
ことを期待している」。
　● 7 氏によるテープカットでオープン
　続いて、光文堂讃岐社長、光文堂友の会
細井会長、愛知県印刷工業組合酒井理事長、
岐阜県印刷工業組合大洞正和理事長、三重
県印刷工業組合山口史高理事長、愛知県製
本工業組合岩間正晃理事長、光文堂共伸会
伊藤嘉康会長の 7 氏によってテープカッ
トが行なわれオープンした。
　機材展会場にはプリプレスからプレス、
ポストプレスなど、印刷工程全体を網羅す
る最先端の資機材が展示され、出展各社は
自社製品のアピールに余念がなかった。ま
た、コラボレーション展会場では自慢のア
イデア商品、新しい取り組み、ノウハウ、
サービスなどが披露された。来場者は今後
の経営基盤確立のためのヒントや、将来に
向けた設備計画のための情報収集、さらに
は優れた技術・ノウハウを持つ各社とのコ
ラボを図ろうと、その探索に汗を流した。
　なお、初日には新春機材展併設セミナー
として、髙本隆彦大阪府印刷工業組合理事
長による「『消える紙』と『残る紙』」、2
日目には㈱データインサイトの山元陸取締
役による「AI 時代に求められる印刷事業
の再定義」のセミナーが行なわれた。
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　全日本印刷工業連合会産業連絡デザイン
室 SR 部会では、「SR 調達と公民連携でつ
くる地域ミライ〜選ばれる企業になる実践
ガイド〜」と題した、顧客・行政から選ば
れる企業になるための手引書（A4 判・50
頁）を刊行した。
　産業戦略デザイン室 SR 部会では、SR
実践ガイドの発行にあたり、「地域社会は
人口減少や高齢化、インフラの老朽化など、
多くの課題を抱えている。これらに自治体
だけで対応するのは難しく、地域の未来を
守るためには『誰と地域をつくるか』を意
識した調達の在り方が欠かせない。従来の

『価格中心の調達』では、地域の力を十分
に活かすことはできない。これからの調達
は社会的な価値や地域への貢献を見える形
で評価し、地域の未来をともにつくるパー
トナーを選ぶ行為へと変わってきている。
本ガイドはこうした視点から、印刷業界と
自治体がより良い協働関係を築くためのヒ
ントをまとめたものである」と述べている。
　＜手引書の内容＞
　第 1 章：地域課題に挑む力は、すでに
足元にある
　第 2 章：なぜ今、SR 調達なのか？
　第 3 章：印刷業界の SR 対応力と活用で
きるエビデンス
　第 4 章：新しい発注のあり方としての
公民連携とその事例
　から構成されており、地域の持続可能な
発展に向けて、地域の担い手である印刷会
社が地方自治体とともに対等なパートナー

シップを築いていくための実践ガイドとな
っている。
　選ばれる企業となるために、「地域にお
ける自社の存在意義の再確認、事業の持続
可能性を高めるヒントとし活用していただ
きたい」と一読を奨めている。
　※冊子は、全印工連ホームページ（www.
aj-pia.or.jp）から PDF 版をダウンロード
することができる。

　印刷の発注実務から費用積算を網羅した
印刷受発注には欠かせない資料として好評
を得ている「積算資料 2026 年版印刷料
金｣ が、一般財団法人経済調査会から発行
された。本誌は、印刷物受発注における見
積・積算資料、チェック資料として活用さ
れている印刷価格情報誌になる。印刷物の
種類別に積算体系を解説、その料金と算出
法、積算事例を掲載している。さらに、印
刷発注実務に関わる情報や印刷用語集など、
基礎知識となる情報も充実しており、印刷
に携わる人必携の実用書となっている。
　【主な内容】
　●クリエイティブワーク●一般印刷（基
礎知識／工程別料金と算出法：オフセット印

　恒例となりました「愛知県印刷工業
組合及び関連業者親睦ゴルフコンペ」
を、下記の日程で開催を予定していま
す。このゴルフコンペは、愛印工組組
合員と関連業者の皆さんとの交流・親
睦を目的に毎年開催しておりますの
で、是非、ご予定ください。
　●開催日：令和 8 年 9 月 8 日（火）
　●開催場所：セントクリークゴル
フクラブ（豊田市月原町黒木 1-1、
TEL0565-64-2121）
　●組合せ：3 コース各 6 組（予定）
　※詳細は 6 月頃に FAX ／ホームペ
ージなどでご案内させていただきま
す。
　※お問合せ：愛印工組事務局（担当：
勝野）TEL052-962-5771
　E メール　jimu-01 ＠ ai-in-ko.or.jp

今月の本箱

全印工連

｢SR実践ガイド｣
SR調達と公民連携でつくる地域のミライ

〜選ばれる企業になる実践ガイド〜

経済調査会

積算資料2026年度版「印刷料金」
印刷発注実務＆費用積算の決定版

刷・デジタル印刷／地域別料金表／積算事
例／印刷物事例別料金）●Web制作●名刺・
はがき・封筒印刷●フォーム印刷●ドキュメ
ントサービス●地図調製●参考資料。
　【特集】
　●デジタル・トランスフォーメーション
時代におけるドキュメントサービス業、印
刷業の進化● Web 制作のクリエイティブ
ワークに関する調査結果●クリエイティブ
ワークの見積もり事例調査結果。
　【詳細】
　 ● 年 1 回 発 行（2 月 ） ● 判 型：B5
判 400 ペ ー ジ ● 定 価：4.070 円（ 本 体
3,700 円＋税）。
　【申し込み・問い合わせ】
　経済調査会出版物管理業務委託先：
KSC・ジャパン㈱　 FREE 0120-217-106

愛印工組と関連業者
｢親睦ゴルフコンペ｣日程の
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− 15 − 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。



TOP

imagePRESS 封筒搬送ユニット
封筒フィーダ搭載で連続印刷可能！

■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。

デモ動画説明動画 カタログ

〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3丁目 7番 23 号
TEL :052-961-7661　FAX:052-961-7662


